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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 7,360 6,400 1,350 6,000 ○ 10,000
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,200

16-18 11,000 11,000 957 11,000 ○ 柱目４寸取り 11,900
す 20- 14,200 13,200 1,742 8,000 ○ 中目 12,800

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 10,600 8,300 481 7,000 ○ 母屋取り 8,100

14 11,250 9,200 718 8,000 ○ 桁目3.5寸 10,100
16-18 10,950 7,700 893 6,000 ▼ 桁目　4寸 11,400
20-22 13,000 10,500 1,848 7,500 ▼ 中目 12,600

ぎ 24-28 16,200 13,200 3,564 7,500 ○ 中目 13,600
30-34 18,000 14,000 5,740 7,500 ○ 二番玉節少 13,800
36- 31,200 16,700 9,331 - ○ 根玉選木 17,400

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,100
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,900

2 20- 26,700 10,900 1,486 3,800 ○ 10,700
3 14 13,500 12,500 738 12,000 ○ 柱目3～3.5寸 15,300

ひ 16 18,000 17,000 1,479 16,000 ○ 柱目3.5～4寸 17,400
18-22 17,200 16,200 2,138 14,500 ○ 柱目４寸取り 17,500

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 283 - 230 ○ 本＠ 281
12-13 9,100 8,700 505 8,500 ○ 3寸取り 9,200

14 12,000 12,000 936 12,000 ▼ 土台目3.5寸 14,500
の 16-18 16,000 14,900 1,728 14,400 ○ 土台目3.5～４寸 16,600

20-22 16,500 15,200 2,675 14,000 ○ 中目縁甲取り 17,500
24-28 20,000 17,400 4,698 14,000 ○ 中目 20,700
30-34 25,000 20,600 8,446 14,000 ○ 二番玉節少 27,900
30- 37,700 35,000 - - ○ 根玉選木 35,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 30,000 29,200 5,665 16,000 ○ 通し柱　４寸 30,100
20-22 28,000 25,500 7,395 24,000 ○ 通し柱　 28,500

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

7月22日7月22日7月22日7月22日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 1台1台1台1台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 590 590 100.0%
ヒノキ 458 458 100.0%
その他 38 38 100.0%

計 1,086 1,086 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）

平成27年7月23日

落　　　札　　　価　　　格

《かろうじて底値を維持》《かろうじて底値を維持》《かろうじて底値を維持》《かろうじて底値を維持》
相変わらず入荷量が乏しく出品量も前年に比べ
少ない。にもかかわらず、一部材種（ヒノキ３ｍ柱
材）については無い物高となったが、その他の材
種については買い方の仕入れ意欲が感じられな
い。相場はかろうじて底値を維持している状況で
ある。製品の荷動きも回復基調が見られず、建
築材だけではなく建材等についても相当悪い状
況が続いていると聞く。こうなると、この状況は消
費税増税の反動だけが要因ということではないだ
ろう。住宅新築着工戸数が前年同月比を若干上
回ったとのことだがその実感は全くない。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


